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相対論　教えて下さい　日本語で （理・３　ワンストーン）
⇒相対論　アインシュタインが　考えた （中身は勝手に　調べてどうぞ；編）

ここ３年くらい初詣で「彼女できますように」で祈ってるのですが神は死んだのでしょうか？ （工・４　木枯らし一号）
⇒祈るのではなく宣言するのが正しい参拝ですよ （神はあなたの祈りを叶えている暇は無いのです；編）

僕は小学校の頃からずっとサッカーを
やっていて、小学校１、２年生ぐらいの
頃に、たまたまテレビでサッカー日本代
表の試合が放送されていたのを見かけま
した。日本代表が初めてワールドカップ

僕は今、人間・環境学研究科で修士を
やらせてもらっているんですけど、中央
食堂でご飯を食べていたら広告が置いて
あって。それでH-1グランプリっていう
のがあることを知りました。自分の中で
は出場を迷っていたんですけど、親友
とわいわいしていたら、「今日、H-1グ
ランプリの締め切りなんだけどどうす
る？」みたいな感じで。軽い感じでまあ
いっぺん応募してみるに越したことはな
いんちゃうかーと思って、締め切り直前
に出場を決めました。そこからはコント
をやろうって考えていたので、その準備
をするようになりました。

ーまずH-1グランプリに参加した経緯

を教えてください。

ーそのコントはどのように考えたので

すか？

ー日本について興味を持たれたきっか

けを教えてください。

ーそしてそのまま大学に？

ー高校卒業後は何をなさっていたので

すか？

ー念願叶っての日本ですが、日本での

生活はどうですか？

ーありがとうございました。

ー最後に京大生にひとことお願いしま

す。

H-1グランプリとは
昨年11月１日、中央キャンパス祭2014が開かれ、当日はたくさんの来場者で
にぎわいました。その中でも最も盛り上がった企画のうちの１つ、変人揃いの京
大の中で変人No.１を決める「H-1グランプリ2014」では、変人を名乗る強者た
ちが集いました。ステージ上で一人語りをする人、彼女を物理的に骨盤から作る
人、某人気ゆるキャラの着ぐるみを着てほら貝を吹き始める人……。
変人ばかりの出場者の中で見事頂点に輝き変人オブ変人の座を勝ち取ったのは
高倉ニルスさん。関西弁の流ちょうなドイツ人というキャラの濃い彼の素顔に迫
るべくインタビューしてみました。

じゃあめっちゃ上から目線みたいな
感じでいきます。諸君がんばれよ（笑）。
京大って自由に自分のしたいことができ
る環境が整っていると思います。僕も心
がけていることなんですが、会社に入っ
たらがんじがらめになってしまうので、
学生であるうちにその自由を存分に味
わっていただきたいですね。

日本人は社交的な場である程度の気遣
いって一般常識としてみんな持ってる
じゃないですか。そういうところが好き
ですね。日本ではある程度の気遣いみた
いなところがかなり保たれてるんで交際
してて気持ちいいというか精神的に楽で
す。まあ根回しとか建前とか複雑なこと
もいろいろありますが（笑）。

そうですね。活動が終わった後にそ
のままデュッセルドルフ大学に入って、
「ジャパノロジー」っていう、日本事情
を総合的かつ俯瞰的に研究する学問を主
専攻にしました。卒業後の進路について
は、日本で本格的に就職しようかと考え
ていて、ドイツで就職するつもりはあま
りなかったんです。今まで口伝えでしか
日本そのものを知ることができなかった
ので、とりあえず日本へ行ってみて、最
悪学生という形で日本に居続けるだけで
もしてみたいと思っていたんです。そん
な時日本政府が、支給型の奨学金を出し
ているのをネットで発見したので、それ
に応募しました。そして試験を受けた結
果、 なぜか知らないんですけどこんなふ
ざけたやつが採用されることになって、
今は国費で修士をやらせていただいてる

今は廃止されているんですけど、当時
ドイツでは高校を卒業した男性は兵役の
対象となっていて、軍隊にそのまま１年コントに関しては高校時代、まだドイ

ツにいた頃に、日本人の友達に『ダウン
タウンのごっつええ感じ』っていうテレ
ビ番組のDVDを紹介してもらったんで
す。それがすごく面白くて、今でも自分
の中で強烈に記憶に残っているんです。
そんな経緯があって、コントやるんやっ
たらその番組の中でやっていたネタがえ
えんちゃうんかっていう結論に至って、
特に印象に残っていた子連れ狼のコント
をやらしてもらいました。自分の予想と
して、こんな顔やし、登場した瞬間「わー
外人やん」、「わーウケるわー」みたいな
風にウケればと思っていました（笑）。

出場を決めた入れ替え戦だったんですけ
どね。僕はそれを見て、アジア人がサッ
カーしているのが珍しくて、めっちゃ熱
心にボールを追いかけとるやんみたいな
（笑）。それですごい興味深く思いました。
それをきっかけに日本は一体どういう国
なんやろうなと思うようになったんです。
当時は90年代半ばで、ネットもそこま
で普及していなかったし、とりあえず近
所の本屋さんに行って、日本でいうとこ
ろの『地球の歩き方』みたいな本をいろ
いろ入手して、日本事情について基本的
な知識を身につけていました。それを高
校を卒業するまでの間ずっと続けていま
したね。

間入るか、社会福祉活動をするか迫られ
てたんですよね。それで僕は、軍隊はそ
もそも縁もゆかりもなかったので、福祉
活動をしようかなと思っていました。そ
の活動場所を決める際、日本に対する興
味もありましたし、とりあえず欧州でも
人口の多い街、デュッセルドルフに行っ
たら、日本人に会えるんじゃないかとい
う期待もあったので、デュッセルドルフ
へ行くことを決めました。それで行って、
一番最初にできた友達が日本人だったん
ですね。その人に日本人の方を何人も紹
介してもらって、そこから人脈も広がっ
ていって、日本へのなじみも深まってい
きました。

1989年にドイツ・フランクフルトで生まれる。デュッ
セルドルフ大学を卒業後、京都大学大学院人間・環境学
研究科に入学し、現在に至る。過去には内田篤人選手な
どの通訳を経験。

高倉　ニルス

▲H-1グランプリの様子。中央で
ちょんまげのカツラをかぶってい
るのが、高倉ニルスさん

次第です。いろんなものが上手く重なり
合って幸運に巡り会ってここまで来れた
んですよ、こんなふざけたやつが。周り
にずっと助けてもらいっぱなしです。


